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２月６日り議会だよ

市政のここが聴きたい! 代表質問・一般質問、審議結果

20市民の声

中信四市議会議員研修会・議会勉強会より 　２

中学生議員に聞いてみた！
議会だよりモニター制度を始めます

３

12月定例会で決まりました
主要農作物種子法の陳情/穂高プールの今後

４

中学生議員 「かがやく安曇野人！」
議会だより
モニター募集
詳細は3P

～安曇野への想い～

あづみのじん

中学生議会中学生議会



議会だよりモニター制度を始めます

中学生議会が平成 30年 11月10日に行われました。参加した全18人の中学生議員の皆さんに質問をしました。

問１） 中学生議員になってみての感想は？
・今まで知らなかった市の仕組みや、市がやっていることを学べ
てよかった。

・議場に立って気持ちよく自分の意見を発表できた。
・市を変えるために質問することと意見を言う難しさを感じた。
・議員は大変だが、やりがいのある仕事だと感じた。
・安曇野の魅力を知ることができたので、もっといろいろ知りたい。
・もう二度とやりたくないけれど、いい経験になったし、一生
で一回ならいいと思った。

・たくさん学んで、「自分を変える改革」が行われたようだった。
・安曇野が以前に比べて好きになった。

問２） 将来議員になりたいですか？

ぜひなってみたい １人

できればなってみたい ６人

あまりなりたくない １人

なりたくない ４人

わからない ６人

中学生議員に聞いてみた！ ～中学生議会より～

〔なりたい理由〕
・自分の思うところを活かして安曇野をよくしたい。
・もっと生き生きとしたまちづくりをしたい。

〔なりたくない理由〕
・今回のような緊張に耐えられない。
・他の職業に興味を持っているから。

故
ふ る さ と

郷安曇野で活躍してくださいね♥

活動内容 ・議会だよりについての意見
 ・議会だよりに関するアンケート等に回答

定　　員    15 人程度

対　　象    中学生以上（平成 31 年 4月 1日時点）で、議会活動に
関心がある市民の方

任　　期    平成 31 年４月１日から１年間

申し込み    2 月 28 日（木）までに、申込書（議会事務局または議会
ホームページにあります）を、持参、郵送、ファックス、
電子メールにより、議会事務局へご提出ください。

   安曇野市議会事務局  
   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地
   電話：0263-71-2156　ファックス：0263-71-2150
   E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
   ※議会だよりモニターには報酬はありません。

市民の皆さんの

意見をもっと聞か
せて

ください！

募集要項

相田　翔さん 川口萌乃さん

村田裕哉さん守屋咲芭さん

小林未來さん

グループ長
6人のみなさん

議会広報特別委員会メンバー

　林亜結さん
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中
信
四
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会
議
員
研
修
会
・
議
会
勉
強
会
よ
り
〜

・議会は地方創生の時代を迎えて、特色
あるまちづくりを進めるチャンス

・政策を提言するには議員それぞれの
活動では限界があり、チーム議会の
体制が重要

“チーム議会”で議会力の発揮を
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。

　

平
成
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で
は
、
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早
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と
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し
た
。
ま
た
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こ
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け
て
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９
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に
は
、
私

た
ち
議
会
が
ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
か
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

・それぞれの分野で議員活動をしているが、チーム議会として力を
発揮していない。これからはチーム議会でやっていくことが大事。

・議会基本条例を制定して５年。検証する時期である。

・議員定数が減り、議員の仕事量が増えている。あまり課題を課せら
れても中途半端になるので慎重に取り組みたい。

・課題によっては議員個別ではなく、議会として考えなければなら
ない。議会は言論の府、議員間討論をしていきたい。

・皆で力を合わせれば、議会が立案、政策提言して、条例が作れる。

・議会が市民と接する機会は、陳情・請願審査以外は年１回の議会
報告会ぐらいで、議会が市民にとって身近にならない。議会として
市民の中に出ていく。

・新しい仕組みを簡単には作れず、労力もいる。各常任委員会や周囲
で話し合いを持ったり現場へ行ったりして、全体に持ち上げて
いくという段階だ。

・政策立案機能等、チーム議会として動くには議会事務局の力が頼り。
事務局職員を増やしてもらいたい。

・政策サポート制度や議会だよりモニター制度など、本市議会も早く
制度化をして、議会改革や政策提言に結びつけたい。

私たち議員はこう考える

・各自の議員力を結集した議会力が発揮できれば、
議会の行政監視・政策立案・民意吸収機能も
高まり、地方創生時代の議会の役割も果たせる。

・議会力を高めるには、フランクに話し合える雰囲気
と議会としての情報共有が大切。様々な立場、利害
関係を討論により調整し、住民とともにまちづくり

議長はこう考える

 の方向性を作り上げていきたい。
・議員は改選等でメンバーが入れ替わる。過去に議論・提案したアイ
テム（実施項目）をバンク化し、継続的に取り組みたい。

小松洋一郎議長

北川正恭氏

講演要旨
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採　択

可　決

（継続審査となっていた陳情）

松枝　功　プールの設備は３年が限界。条例を改正して代替施設の検討に踏み出すべき。

一志信一郎　廃止時期を決めると、今後の方針について具体的な
議論ができる。

宮下 明博　反対しても前に進めない。賛成してこれを機に、議会が一致団結して代替案を
出すべき。

藤原 陽子　条例改正は、耐用年数の最大の範囲内で陳情書に寄り添った結果。

井出 勝正　延長の３年間に、プールのあり方を話し合うべき。今、条例改正する必要はない。

臼井 泰彦　廃止の期限を定めると、市は市民の意見・提案を検討しなくなる。

林　孝彦　今、廃止条例を出されても慎重審議できないし、市民に説明もきちんとできない。

増田望三郎　閉会直前に議案提案するのは、議会軽視。議員としての矜
きょうじ

持を持って否決すべき。

坂内不二男　延長の３年の間に、市民プールの陳情趣旨である、子どもから大人まで使える
プールのあり方について市民と対話していくと、教育部長の答弁で確認している。

猪狩久美子　なぜ３年延長なのか。なぜ今、条例改正をする
のか。市民への説明が十分ではない。

小林 純子　今、条例改正しなくても、市長の答弁、陳情の採択で指定管理者が安心できる
環境は整った。

内川 集雄　維持費（税金）は、グリーンベルトの整備等、子どもの安全に使うべき。プール
等の施設の廃止はやむを得ない。

反対の意見

反対の意見

反対の意見

反対の意見

反対の意見

反対の意見

12月定例会で
陳情第6号　安曇野市唯一の市営穂高プールの継続を希望する陳情

議案第153号　安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

平成 30 年 12 月定例会が
11月28日から12月21日
まで開催され、平成 30年
度補正予算を含む議案51
件、陳情 6件を審議しま
した。

本会議最終日に追加議案として提出された、穂高プールの廃止日を
2021 年 9 月 30 日とする条例
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不採択

不採択

可　決

可　決

小林 純子　法の廃止により、民間開発が奨
しょうれい

励されればよいように思われるが、種子の供給の
仕組みを知ればそんな単純な問題ではない。農業試験場等の公的機関を離れた民間種子の値段
は高

こうとう

騰する恐れがあったり、遺伝子組み換え作物の栽培に道を開くことにつながる。

（継続審査となっていた陳情）

小林 純子　高齢者は加齢とともに健康リスクが高まる中、現役世代に比べ、より医療費の自己
負担額は重くなっている。負担額を増やせば経済的な理由で受診できない高齢者が増加する。
これは世代間の不公平にはあたらない。

猪狩久美子　種子法により、自治体の厳しいチェックと農協が安定価格で種子を提供した
ことで農家のためになっていた。復活を望む。

竹内 秀太郎　米・麦・大豆に関しても、民間ノウハウを活用した品種開発が必要だと言われ
ている。法の廃止に伴い、長野県では 2019 年６月定例会に、農作物種子に関する条例を
提出して、従来通り種子事業を続ける方針を明らかにしている。県の方針を尊重する。

竹内 秀太郎　医療保険制度は、国とともに現役世代が支える相互扶助で成り立っている。
高齢化時代、医療費が増加する中で、現役世代の所得は増えていない。医療費の負担増を
先送りするのではなく、所得のある高齢者には負担していただく。医療費が高額になった
場合には、他の支援の仕組みがある。

遠藤 武文　種子法は外国企業が参入することを禁止していなかった。また、海外企業が遺伝子
組み換えの種子を日本で売ろうとしても国民は受け入れないはずだ。種子法廃止後も、各都
道府県がこれまで通り開発できるよう予算措置を行っている。

反対の意見

反対の意見

反対の意見

決まりました ・全議案の審議の結果
　　   → 11ページ

参照

陳情第7号　主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情

陳情第9号　「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり原則
　　　　　１割負担の継続を求める意見書採択について

平成 30 年12月定例会

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

議案第102号　安曇野市一般会計補正予算（第3号）

議案第103号　土地の取得について

災害級の猛暑を受け、緊急の課題となった認定
こども園・幼稚園の遊戯室と小学校普通教室へ
のエアコン設置のための、9億 9,000 万円を増額
補正した。

新総合体育館建設用地の追加取得をした。

平成30年第1回臨時会（11月12日）が開催されました
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平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第 4号）

主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情

議案第 112 号

陳情第７号

　県は 2019 年６月定例会に、農業者、種子製作者、農業団体などの意見を聞き、条例を作ると説明
しているので、この県の方針を尊重する。

総務環境委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第４号）を含む議案６件を、12 月 14 日に審査しま
した。

議案名や本会議での議決結果等→

経済建設委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第４号）を含む議案 21件と陳情２件を、12月 18 日
に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

経済
建設

総務
環境

平成 30年　10月   9 日 視察先　福岡県春日市
 目　的　エデュケーションかすがについて
平成 30年　10月 10日 視察先　福岡県大牟田市
 目　的　認知症ケアコミュニティ推進事業について

平成 30年　10月 15日 視察先　大分県宇佐市
 目　的　農村民泊について（NPO 法人安

あ じ む

心院町グリーン
 　　　　ツーリズム研究会）
平成 30年　10月 16日 視察先　山口県山口市
 目　的　第 35回全国都市緑化やまぐちフェアについて
平成 30年　10月 17日 視察先　兵庫県姫路市
 目　的　水道料金の改訂・シェアサイクル事業について

クローズ
アップ

クローズ
アップ

大
お お む た

牟田市「認知症の人と暮らすまちづくり」

姫路市「徒歩と公共交通中心のまちづくり」

　認知症対策の開始から 20 年。地域ぐるみの模擬訓練は 15 年継続している。認知症に関する絵本の作成、小中学校
で絵本教室を行い、啓発活動、認知症コーディネーター養成研修も充実している。

　使用料金が安く設定されていて利用しやすい。シェアサイクル事業を「公共交通」と位置付け、社会資本整備総合
交付金を利用していて、命名権で財源を得ていることが最大の魅力。

大牟田市役所での研修

姫チャリステーション（姫路市）

福祉教育委員会　 視察報告

経済建設委員会　 視察報告

意見として

地域おこし協力隊の減額は、１人が体調不良で退職されたと説明を受けたが、仕事の内容と今後の
増員計画はあるのか。

区への加入促進、あるいは区の課題解決に向けて地域力の向上を目指す職である。来年度１人の
増員に向けて予算計上を考えている。

答

問

（継続審査となっていた陳情）

ページ・ページ・

ページへページへ
44
1111

ページへページへ1111
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賛成の意見

常任委員会報告

福祉教育委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第４号）を含む議案 20件と陳情４件を、12月 17日
に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

常任委員会報告

安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

長野県池田工業高校への支援に関する陳情書

安曇野市唯一の市営穂高プールの継続を希望する陳情

精神障がい者の福祉医療給付費制度の対象範囲の見直しについての陳情

議案第 109 号

陳情第３号

陳情第６号

陳情第８号

猪狩 久美子　この条例改正によって国民健康保険税の算定の基準が変わる。「資産割」がなくなるのは
よいが、その一方、「所得割」の増による負担増となる家庭もあることには反対する。また、この際に
「平等割」、「均等割」についても、なくすための国費投入を市としても押し出していくべきであった。

中村 今朝子　平成 30 年度から国民健康保険が広域化され、県が財政母体となった。本市はこれまで
の医療費抑制策により、保険料が安く抑えられていた。今回は負担が少し増えるものの、基金の活用
で激変緩和もされ、今後は広域化による財政基盤も強化されることになる。

反対の意見

支援内容についての具体的な説明の申し出がなく、支援の可否の判断は難しい。

・子どもたちのことを考えると、市が営業を延長するとした今後の３年間は、代替案を含め、議会も
どんな形が一番よいのかを模索していければと思う。
・市の財政と穂高プールの存続とが両立する解決策はないのか、これからの３年間で、それぞれの立場
で真

し ん し

摯な議論をしていくべき。
・今後は、隣接する公園の管理や騒音、照明対策など、近隣住民により配慮していく必要がある。
・今後発生する修繕などの費用に充

あ

てるために、市民からの寄附や、他の自治体で例があるクラウド
ファンディングなどの検討も必要ではないか。

・旧明科町が手厚い制度を持っていたが、合併協議で他の４町村の制度に統一されてしまった。国全体
でも精神障がい者への支援が一番遅れているように思え、見直しの陳情には共鳴する。
・周辺自治体に比べて本市の給付状況は一番少ない。少なくとも、松本市と同じ２級障がい者の一般
診療の通院を対象にするなど、見直しを考える必要があるのではないか。
・家族の負担を考えると、本市も支援の拡充について、できることから取り組むべきではないか。

福祉
教育

意見として

意見として

意見として

（継続審査となっていた陳情）

（継続審査となっていた陳情）

ページ・ページ・

ページへページへ

55
1111
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論
に
も
耳
を
傾
け
、
国
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
十

分
な
議
論
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

問 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
は
参
加

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長 

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択

は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
食
品
等
へ
の
軽
減
税

率
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
低

所
得
者
、
生
活
困
窮
者
へ
の

配
慮
も
さ
れ
て
い
る
。
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
予
測
が
で

き
な
い
。

　

問 

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の

根
本
的
原
因
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
だ
と
考
え
る
か
。

生
か
さ
れ
て
き
て
い
る
。
総

合
戦
略
の
４
つ
の
基
本
目
標
、

「
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
」

「
若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き

る
」「
安
心
し
て
出
産
し
、
子

育
て
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
」

「
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
つ
く
る
」、こ
れ
ら
を
掲
げ
、

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り

組
み
、
人
口
減
少
の
抑
制
策

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

し
て
い
な
い
こ
と
に
矛
盾
を

感
じ
る
。
核
兵
器
を
な
く
す

と
い
う
最
終
目
標
を
目
指
し
、

誠
実
で
忍
耐
強
い
取
り
組
み

が
必
要
だ
。

　

問 

消
費
税
が
２
０
１
９
年
10
月

に
10
％
と
な
る
が
、
特
に
低

所
得
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
と
考
え
る
か
。

市
長 

財
政
再
建
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

福
祉
等
、
あ
る
い
は
教
育
予

算
等
、
年
々
増
加
を
し
て
い

る
中
で
、
消
費
税
引
き
上
げ

市
長 

人
口
減
少
問
題
は
、
一
自
治

体
、
一
地
方
だ
け
で
は
考
え

ら
れ
な
い
課
題
で
、
国
の
責

任
も
非
常
に
大
き
い
。
国
策

と
し
て
ど
の
よ
う
に
人
口
を

増
や
し
て
い
く
か
が
求
め
ら

れ
る
。

　

問 

総
合
戦
略
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
概

お
お
む

ね
順
調
だ
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
を
進
め
れ

ば
急
激
な
人
口
減
少
は
食
い

止
め
ら
れ
る
の
か
。

市
長 

あ
る
面
で
は
徐
々
に
浸
透
し
、

市
長
の
政
治
姿
勢
は

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団  　

猪　

狩　

久
美
子

う
。

　

問 

が
ん
患
者
が
増
加
し
て
い
る
。

入
院
や
通
院
治
療
し
な
が
ら

働
く
人
へ
の
支
援
策
や
対
応

が
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健 

何
よ
り
も
早
期
発
見
が
重
要

で
あ
り
、
が
ん
検
診
の
受
診

が
大
切
。
受
診
勧か

ん
し
ょ
う奨

の
啓

発
等
受
診
率
の
向
上
や
人
間

ド
ッ
ク
等
受
診
費
用
の
一
部

の
団
体
が
年
間
１
０
０
日
程

度
利
用
し
て
い
る
。
芝
の
管

理
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、

競
技
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

財
政
面
も
考
え
て
有
効
活
用

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
し

て
い
く
。

　

問 

市
営
野
球
場
の
建
設
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長 

多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、
安

曇
野
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。
市
民
一

丸
と
な
り
、
お
も
て
な
し
の

心
を
持
ち
、
大
成
功
に
お
さ

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問 

活
力
あ
る
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
面
で
観
光
振
興
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

市
長 
本
市
は
８
割
方
通
過
コ
ー
ス

で
あ
る
と
聞
く
。
滞
在
型
観

光
へ
、
観
光
業
の
皆
さ
ん
と

財
政
・
人
的
支
援
を
含
め
て

よ
り
連
携
を
深
め
る
。

人
口
減
少
と
総
合
計
画
・

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

市営野球場は子どもたちの夢！

健康長寿を目指して！

広島市から贈られた被爆アオギリ二世
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会派代表質問

　

問 

75
才
以
上
を
高
齢
者
の
定
義

と
す
る
考
え
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長 

11
月
の
県
市
長
会
で
も
議
論

さ
れ
、
全
市
が
75
才
以
上
に

賛
成
。
65
才
以
上
が
高
齢
者

と
い
う
法
律
と
の
関
係
も
あ

る
が
、
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

元
気
な
高
齢
者
を
目
指
し
、

施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

問 

単
身
高
齢
者
に
加
え
、
単
身

中
高
年
も
増
加
し
て
い
る
。

対
応
は
。

市
長 

関
係
部
局
と
民
生
児
童
委
員
、

地
区
社
協
、
医
療
機
関
等
と

連
携
し
て
、
生
活
課
題
を
把

握
し
、
支
援
を
実
施
す
る
。

　

問 

２
０
２
５
年
に
は
高
齢
者
の

５
人
に
１
人
が
認
知
症
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
現
状
と
課

題
は
。

市
長 

市
の
推
計
は
約
５
８
０
０
人

と
さ
れ
る
。
一
層
施
策
の
推

進
に
努
め
る
が
、
助
け
合
い
、

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思

健康長寿と活力ある
まちづくりについて問う

政和会  　平　林　德　子

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
が
ん

に
罹り

か
ん患

し
た
場
合
、
保
健
セ

ン
タ
ー
等
で
相
談
業
務
を
行

い
、
日
本
対
が
ん
協
会
の
相

談
等
も
紹
介
す
る
。

　

問 

生
活
習
慣
病
の
取
り
組
み
は
。

保
健 

増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
人

工
透
析
に
つ
い
て
、
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
個
別
の
保
健
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問 

市
の
施
設
に
は
、
階
段
の
手

す
り
や
女
性
ト
イ
レ
の
荷
物

か
け
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

人
に
優
し
い
、
思
い
や
り
の

あ
る
施
設
の
た
め
に
点
検
を
。

市
長 

一
斉
点
検
を
し
て
精
査
し
、

改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　

問 

詐
欺
対
策
機
器
貸
与
の
取
り

組
み
は
。

生
活 

２
０
１
９
年
度
予
算
に
固
定

電
話
に
取
り
つ
け
る
機
器
等

の
一
部
補
助
を
計
上
す
る
。

　

問 

産
婦
健
診
の
実
施
は
。

保
健 

２
０
１
９
年
４
月
実
施
を
目

指
し
て
い
る
。

　

問 

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長 
穂
高
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
市

内
全
域
を
対
象
に
８
回
、
長

峰
荘
に
つ
い
て
は
明
科
地
域

の
全
14
区
に
説
明
し
て
き
た
。

こ
の
計
画
は
、
新
設
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
市
に
と
っ
て
、

大
変
難
易
度
の
高
い
課
題
で

あ
る
。
特
に
持
続
可
能
な
自

治
体
運
営
を
今
後
と
も
進
め

て
い
く
上
で
は
、
避
け
て
通

れ
な
い
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

　

問 

ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
つ
い
て
伺

う
。

教
部 

有
森
裕
子
さ
ん
に
委い

し
ょ
く嘱

し
、

本
市
の
魅
力
な
ど
の
情
報
発

信
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康

づ
く
り
へ
の
支
援
、
協
力
を

お
願
い
し
た
。

　

問 

牧
運
動
場
の
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。

教
部 

主
に
サ
ッ
カ
ー
と
ラ
グ
ビ
ー

市長の施政方針等は

清政会  　召　田　義　人

市
長 

公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
目
指

す
整
備
水
準
に
達
し
て
い
る

施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
整

備
の
必
要
性
は
高
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
財
政
面
を
十
分

に
考
慮
す
る
中
で
、
慎
重
に

見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

問 

高
校
再
編
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 
市
内
４
校
は
、中
学
生
に
と
っ

て
も
大
変
重
要
な
進
路
の
選

択
先
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
も
、
地
元
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
高
校
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
単
独
で
存
続
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
要

望
し
て
い
く
。

　

問 

松
糸
道
路
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

地
域
と
膠

こ
う
ち
ゃ
く着

状
態
を
打
開
す

る
た
め
に
、
ル
ー
ト
の
再
調

査
、
検
討
を
お
願
い
す
る
要

望
書
を
、
市
議
会
議
長
と
連

名
で
県
に
提
出
し
て
き
た
。

　

問 

緑
化
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
!!

12月
定例会

○
会
派
代
表
質
問
（
８
〜
10
ペ
ー
ジ
）

○
一
般
質
問
（
12
〜
19
ペ
ー
ジ
）

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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12月定例会で審議した結果です
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

29 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（物損事故に関すること）

受理30号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（訴えの提起）

31号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（車両事故に関すること）

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

110号 安曇野市勤労者福祉センター条例を廃止する条例

原案
可決

111号 安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例

128号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高農村景観
活用交流施設）

129号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷総合営農
センター）

130号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷小倉多目
的研修集会施設）

131号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高農業活性
化施設）

132号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷産地形成
促進施設）

133号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷畜産活性
化施設）

134号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金物産セン
ター及び安曇野市堀金農産物処理加工施設）

135号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科農産物加
工交流施設）

136号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷農村環境
改善センター）

137号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金農業活性
化施設）

138号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市長峰山森林体
験交流センター）

139号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市南小倉林業研
修センター）

140号 公の施設の指定管理者の指定について  （安曇野市天蚕センター）

141号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市温泉健康交流
施設湯多里山の神）

      建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

114号 平成 30年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

原案
可決

142号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市道の駅アル
プス安曇野ほりがねの里）

148号 市道の認定について

149号 地区土地利用計画について

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

104号 安曇野市公告式条例の一部を改正する条例

原案
可決

105号 安曇野市有明会館条例を廃止する条例

106号 安曇野市西穂高会館条例を廃止する条例

107号 安曇野市西穂高会館維持運営基金条例を廃止する条例

108号 安曇野市離山会館条例を廃止する条例

112号 平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

151号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例

152号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇野市一般職
の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

154号 平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

109号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

原案
可決

113号 平成 30年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

115号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科ささえあ
いセンター）

116号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷デイサー
ビスセンター）

117号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金デイサー
ビスセンター）

118号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科デイサー
ビスセンター）

119号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷福祉セン
ター及び安曇野市三郷屋内ゲートボール場）

120号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者活動支
援センター）

121号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市ひめこぶしの
家）

122号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支
援センター豊科たんぽぽ）

123号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支
援センター穂高わたぼうし）

124号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支
援センター三郷すみれの郷）

125号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支
援センター堀金かえでの家）

126号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支
援センター明科ふきぼこの家）

127号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科身体障害
者会館）

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

143号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科近代美術
館）

原案
可決

144号 公の施設の指定管理者の指定について（田淵行男記念館）

145号 公の施設の指定管理者の指定について  （飯沼飛行士記念館）

146号 公の施設の指定管理者の指定について  （安曇野市穂高陶芸会館）

147号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野高橋節郎記念美
術館）

150号 小学校施設改修事業 穂高南小学校長寿命化改良工事 Ⅰ・
Ⅱ期 変更請負契約について

153号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 長野県池田工業高校への支援に関する陳情書 審査
未了

6号 安曇野市唯一の市営穂高プールの継続を希望する陳情 採択

7号 主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情 不採択

8号 精神障がい者の福祉医療給付費制度の対象範囲の
見直しについての陳情 採択

9号 「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり
原則１割負担の継続を求める意見書採択について 不採択

10号 りんご耐性菌黒星病の発生に関する陳情書 採択

平成 30 年12月定例会

「議会だより」第 52 号　6ページ「地下水保全施策」の中で
誤字がありました。
［誤］場水 → ［正］揚水　お詫びして訂正いたします。

前号（第52号）の訂正

      

する

ページへページへ77

ページ・

ページへページへ

ページ・ページ・

ページへページへ

5
66
44
77

ページへページへ66

ページへページへ55

55

ページへページへ66

ページへページへ44

ページへページへ66
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議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

山
田
　
幸
与

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

議　案
第109号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 12／21 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第153号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 12／21 原案

可決 × × ○ × ○ × 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議

陳　情
第７号 主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情 12／21 不採択 × ○ × × × ○ 欠 × × ○ × × × × ○ × × × × ○ ○ 議

陳　情
第９号

「後期高齢者の医療費窓口負担の見直し」にあたり
原則１割負担の継続を求める意見書採択について 12／21 不採択 × ○ × × × ○ 欠 × × ○ × × × × ○ × × × × ○ × 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた議案等）
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

会派代表質問

　

問 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
施
行
後
の
成
果

と
課
題
は
。

市
長 

社
会
増
減
に
つ
い
て
は
、
５

年
で
６
４
４
人
増
加
し
、
特

に
２
０
１
７
年
度
は
３
９
８

人
増
え
、
県
内
市
町
村
で

は
２
番
目
に
多
い
結
果
と
な

り
、
そ
の
う
ち
30
代
40
代
が

67
％
を
占
め
た
。
移
住
・
定

住
の
促
進
と
い
っ
た
直
接
的

な
施
策
だ
け
で
は
な
く
、
総

合
的
な
成
果
と
感
じ
る
反
面
、

２
１
２
５
人
が
自
然
減
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
出
産
・

子
育
て
支
援
の
充
実
を
核
に

し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

問 

移
住
定
住
に
は
企
業
誘
致
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
企
業

活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
も
、

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
が

施
行
さ
れ
た
が
、
現
在
の
状

況
は
。

商
工 

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ

る
牽け

ん
い
ん引

事
業
者
は
３
社
が
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
内
で

新
た
な
事
業
用
地
を
求
め
よ

う
と
し
て
い
る
企
業
が
数
社

あ
り
、
そ
の
支
援
策
の
一
つ

積極的な企業誘致で
経済の活性化と移住促進

公明党  　小　松　芳　樹

と
し
て
、
農
地
転
用
許
可
に

関
わ
る
配
慮
を
活
用
し
た
あ

づ
み
野
産
業
団
地
の
拡
張
計

画
を
練ね

っ
て
い
る
。
生
産
性

向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

申
請
は
、
期
間
が
終
了
す
る

２
０
２
１
年
度
ま
で
に
51
件

承
認
を
予
定
。
計
画
が
実
現

す
れ
ば
、
新
た
な
雇
用
創
設

と
活
発
な
企
業
活
動
に
よ
る

経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

問 

郷
土
愛
が
強
い
と
、
将
来
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
と
確
信

す
る
が
、
郷
土
愛
醸

じ
ょ
う
せ
い成

の
た

め
の
教
育
は
。

教
長 
地
域
と
と
も
に
つ
く
る
学
校

を
目
標
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
部
の
中
学
校
で
は
防
災
訓

練
を
地
域
の
方
と
行
う
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
地
域
学
習
を
、

ま
た
、
そ
れ
を
見
守
る
大
人

の
方
も
若
い
世
代
に
期
待
を

寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

問 

２
０
１
７
年
10
月
、
電
力
会

社
を
切
り
替
え
た
こ
と
に
よ

る
削
減
効
果
と
今
後
の
削
減

計
画
は
。

財
政 

高
圧
電
力
を
使
用
し
て
い
る

59
施
設
に
つ
い
て
電
力
会
社

を
切
り
替
え
、
２
０
１
７
年

10
月
か
ら
１
年
の
実
績
で
、

６
１
３
０
万
円
の
削
減
効
果

が
出
た
。
今
後
は
低
圧
電
力

も
切
り
替
え
の
検
討
を
し
て

い
る
。

固
定
経
費
節
減
に
つ
い
て

議会報告会を開催します
日時　2019年５月22日（水）
　　　第1回目　午後1時30分から
　　　第2回目　午後７時から
場所　豊科交流学習センター「きぼう」
　　　　２階　多目的交流ホール

議会からのお知らせ
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市政のここが聴きたい!!12月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

本
州
で
は
、
安
曇
野
市
、
東
御
市
、
飯

山
市
の
３
カ
所
に
し
か
い
な
い
、
環
境

省
、
県
、
安
曇
野
市
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

で
絶
滅
危き

ぐ惧
種
Ⅰ
類
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
や
岩
原

区
周
辺
に
し
か
い
な
い
絶
滅
の
恐
れ
が

あ
る
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

行
政
・
市
民
の
有
志
の
皆
さ
ん
、
研
究

機
関
な
ど
が
保
護
対
策
会
議
を
23
年
前

か
ら
作
り
、
国
営
公
園
計
画
地
等
で
保

護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

教
長 

長
野
県
希
少
動
植
物
保
護
条
例
で
、
指

定
希
少
野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
、
捕

獲
・
採
取
・
開
発
等
規
制
さ
れ
て
い
る
。

安
曇
野
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
、
指

定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
指

定
の
方
向
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

問 

あ
づ
み
野
や
ま
び
こ
自
転
車
道
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

国
は
環
境
負
荷
の
低
減
、
災
害
時
の
交

通
機
能
維
持
、
健
康
増
進
な
ど
を
目
的

に
平
成
30
年
６
月
に
自
転
車
活
用
推
進

計
画
を
閣
議
決
定
。
県
で
も
自
転
車
利

用
に
関
す
る
条
例
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
で
は
、
自
転
車
を
活
用
し
、
健
康
・

観
光
・
環
境
・
経
済
の
推
進
に
取
り
組
む
。

政
策 

初
級
、
中
級
、
上
級
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
・
マ
ッ
プ
作
り
を
す
る
。

商
工 

観
光
協
会
と
協
力
し
、
物
産
セ
ン
タ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
、
美
術
館
等
へ
の
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
く
。

建
設 

県
は
、「
路
面
補
修
・
路
面
標
示
等
の
維

持
管
理
を
定
期
的
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、

順
次
実
施
し
て
い
る
。」
と
の
こ
と
。

財
政 

県
の
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
な
ど

諸
々
の
制
度
を
使
い
、
積
極
的
な
活
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
市
の

天
然
記
念
物
に
指
定
を

絶滅危惧種　オオルリシジミ

清政会
一志 信一郎

　

問 

新
た
な
雇
用
の
確
保
と
市
の
自
主
財
源

確
保
の
た
め
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ

い
あ
づ
み
野
産
業
団
地
の
拡
張
を
提
案

し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
に
基
づ
く
進
出
企
業
・
計
画
面

積
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

市
長 

現
在
、
数
社
の
企
業
と
施
設
規
模
の
確

定
を
し
て
い
る
。
今
の
段
階
で
は
企
業

数
お
よ
び
面
積
規
模
に
つ
い
て
公
表
で

き
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

問 

拡
張
区
域
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
決

め
ら
れ
、
最
終
的
に
決
定
す
る
の
は
い

つ
ご
ろ
の
予
定
か
伺
う
。

商
工 

２
０
１
９
年
３
月
に
は
決
定
す
る
予
定
。

な
お
、
具
体
的
な
開
発
範
囲
が
確
定
し

た
際
に
は
、
地
権
者
全
体
に
単
価
の
発

表
や
契
約
調
印
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

進
出
企
業
が
操
業
す
る
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工 

２
０
１
９
年
６
月
に
農
振
農
用
地
を
除

外
す
る
手
続
き
を
開
始
、
２
０
２
０
年

４
月
頃
ま
で
に
土
地
取
得
、
８
月
頃
か

ら
造
成
工
事
に
着
手
、
２
０
２
１
年

上
期
に
は
土
地
を
進
出
企
業
に
売
却
、

２
０
２
２
年
か
ら
操
業
予
定
。

　

問 

こ
の
路
線
は
、
国
道
１
４
７
号
線
の
バ

イ
パ
ス
機
能
を
持
ち
、
豊
科
市
街
地
を

迂う
か
い回

し
て
東
側
を
南
北
に
結
ぶ
幹
線
道

路
で
あ
る
。
未
開
通
の
吉
野
地
区
の
開

通
目
標
は
い
つ
頃
か
伺
う
。

市
長 

当
面
の
目
標
と
し
て
、
２
０
２
５
年
度

ま
で
に
は
整
備
を
完
了
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
最
大
限
努
力
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
充
実

あ
づ
み
野
産
業
団
地
の

拡
張
計
画
に
つ
い
て

清政会
竹内 秀太郎

拡張計画が予定されている
あづみ野産業団地

工
事
が
中
断
さ
れ
て
10
年
近
く

開
通
し
な
い
市
の
幹
線
道
路

あ
づ
み
野
や
ま
び
こ
自
転
車
道
の
活
用
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一 般 質 問
　

問 

私
は
、
水
道
事
業
が
合
併
時
に
事
業
統

合
と
な
ら
ず
、
地
域
性
を
残
し
た
ま
ま

の
料
金
体
系
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

市
民
に
対
し
不
公
平
な
扱
い
を
し
て
い

る
の
で
は
と
言
い
続
け
て
き
た
。
そ
こ

で
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

水
道 

経
営
審
議
会
で
の
審
議
状
況
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
３
月
に
安
曇
野
市
水
道

事
業
と
し
て
統
合
が
行
わ
れ
た
の
で
、

料
金
体
系
も
統
合
す
べ
き
と
の
意
見
が

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
面
の
地
域

差
は
、
合
併
後
、
施
設
更
新
に
よ
っ
て

解
消
し
つ
つ
あ
る
点
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
不
均
一
な
料
金
は
解
消
す
る

時
期
を
迎
え
て
い
る
と
し
、「
水
道
料
金

を
一
律
と
す
る
」
答
申
が
ま
と
ま
っ
た
。

市
長 

平
成
30
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
市
民

目
線
で
調
査
・
審
議
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
諮

問
し
た
と
言
っ
た
。
審
議
結
果
は
、
近

日
中
に
答
申
し
て
も
ら
え
る
段
取
り
に

な
っ
て
い
る
。
答
申
内
容
は
、
尊
重
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問 

給
食
会
計
は
、
公
会
計
へ
移
行
す
る
傾

向
に
あ
り
、
現
在
の
事
務
処
理
の
実
態

か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
に
公
会
計
的
な

予
算
の
執
行
や
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

会
計
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
学

校
給
食
会
計
の
公
会
計
化
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長 

給
食
費
を
市
の
予
算
と
す
る
と
、
公
平

性
と
か
透
明
性
は
向
上
す
る
と
思
う
。

厳
正
な
徴
収
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
必
要
だ
と
考
え
る
。
早
急
な

検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

水
道
料
金
の
審
議
状
況
と

市
長
の
方
針
を
伺
う

清政会
山田 幸与

中部学校給食センター(豊科)

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
年
々
増
加

し
て
い
る
。
災
害
時
対
応
の
基
本
と
な

る
地
域
防
災
計
画
の
中
に
、
観
光
地
で

の
観
光
客
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
災
害

時
の
避
難
体
制
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
体
制
整
備
の
状
況
を
伺
う
。

商
工 

市
所
管
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
毎
年
避

難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
民
間

観
光
施
設
に
つ
い
て
は
全
て
の
施
設
が

万
全
と
は
言
え
な
い
の
で
、
管
理
者
と

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

問 

災
害
時
の
外
国
人
旅
行
者
避
難
誘
導
体

制
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
観
光
施
設

内
の
避
難
経
路
標
識
に
外
国
語
の
併
記

や
、
外
国
語
版
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
駅
や
ホ
テ
ル
等
で
の
避
難
情
報

提
供
、
避
難
誘
導
の
体
制
整
備
を
伺
う
。

商
工 

観
光
案
内
所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
し
、

多
言
語
で
の
災
害
情
報
検
索
が
可
能
。

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
も
構
築
中
。
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
今
後
対
応
し
て
い
き
た
い
。
宿
泊

施
設
の
避
難
誘
導
標
識
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
、
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

　

問 

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
災
害
、
正
し
い
判
断
や
行
動
が
命
を

守
る
。
子
ど
も
達
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
に
子
ど
も
防
災
手
帳
を
配
布
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

教
長 

大
変
有
意
義
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思

う
。
関
係
部
署
と
協
力
し
て
研
究
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

○
赤
ち
ゃ
ん
防
災
講
座
の
開
催
を

○
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
品
に

○
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
運
営
補
助
金
は

○
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

○
街
路
灯
整
備
に
つ
い
て

観
光
危
機
管
理
の
充
実
を

公明党
中村 今朝子

子
ど
も
防
災
手
帳
の
配
布
を

学
校
給
食
会
計
の
公
会
計
へ
の
移
行
は
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市政のここが聴きたい!!12月
定例会

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

無会派
増田 望三郎

　

問 

入
管
法
一
部
改
正
が
成
立
し
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
が
拡
大
さ
れ
る
。

こ
れ
は
単
に
労
働
人
口
の
増
加
だ
け
で

な
く
、
異
な
る
文
化
の
人
た
ち
と
ど
う

と
も
に
生
き
て
い
く
か
と
い
う
多
文
化

共
生
の
あ
り
方
が
社
会
で
一
層
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
学
校
で
は
外

国
由
来
の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
。
子

ど
も
た
ち
に
言
葉
の
壁
が
で
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ず
に
孤
立
し
な
い

よ
う
、
学
校
で
安
心
し
て
学
べ
る
充
実

し
た
日
本
語
教
育
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
の
日
本
語
教
育
支
援
の
位
置
づ
け

は
。

教
長 

日
本
語
が
全
く
わ
か
ら
な
い
状
況
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
に
頼
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。
組
織
的
、
計
画
的
、
継

続
的
に
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
特

別
な
教
育
課
程
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

問 

社
会
動
向
を
考
え
る
と
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

貯た

め
、
支
援
に
継
続
性
、
一
貫
性
を
持

た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
安
曇
野
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
な
く
、
単
独
事
業
と
し
て
の
予
算

化
、
体
制
な
ど
新
た
な
フ
レ
ー
ム
を
作

る
と
き
で
あ
る
。
民
間
団
体
に
事
業
委

託
す
る
方
法
も
あ
る
。
新
し
く
事
業
化

し
て
い
く
と
い
う
点
は
。

教
部 

一
定
の
研
修
を
積
み
、
経
験
の
あ
る
専

門
的
指
導
の
で
き
る
支
援
員
に
よ
る
支

援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
す
る
。

　

問 

ヨ
ウ
素
剤
は
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も

余
裕
の
あ
る
平
時
に
防
災
対
策
と
し
て

事
前
配
布
を
す
べ
き
で
は
。

市
長 

１
３
０
キ
ロ
離
れ
て
い
れ
ば
情
報
が
入

る
。
時
間
的
な
余
裕
は
持
て
る
。
当
面

は
今
の
形
で
い
く
。
専
門
的
な
立
場
の

意
見
は
聞
く
。

安定ヨウ素剤、有事に確実な配布ができるか

学
校
現
場
に
お
け
る

日
本
語
教
育
支
援

　

問 

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
民
間
で
経
験

を
積
ん
で
定
年
退
職
し
た
優
秀
な
人
材

を
公
募
で
再
任
用
し
、
各
部
局
を
横
断

的
に
理
解
で
き
る
専
門
チ
ー
ム
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長 

年
度
は
企
業
誘
致
を
専
門
的
に
取
り
組

め
る
係
編
成
に
な
る
よ
う
、
内
部
で
調

整
し
て
い
る
。

　

問 

農
地
法
・
土
地
条
例
上
、
開
発
可
能
な

土
地
を
把
握
で
き
る
地
図
が
必
要
で
は
。

市
長 

各
種
規
制
図
が
統
合
し
た
も
の
を
見
ら

れ
る
の
は
有
効
と
考
え
る
が
、
個
人
情

報
が
入
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
。

　

問 

農
地
取
得
下
限
面
積
を
１
ア
ー
ル
に
下

げ
、
農
地
付
き
分
譲
、
農
地
付
き
空
き

家
の
取
得
も
可
能
と
し
、「
災
害
の
な
い

最
高
の
自
然
環
境
の
中
、
家
庭
菜
園
を

行
い
、
安
全
な
水
を
飲
み
な
が
ら
子
育

て
し
ま
せ
ん
か
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、

移
住
者
が
増
え
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

移
住
定
住
の
促
進
の
観
点
か
ら
関
係
部

局
に
お
い
て
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

　

問 

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
を
増
改
築
し
、
年
間

使
用
の
プ
ー
ル
、
ジ
ム
、
子
ど
も
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
風
呂
、
飲
食
を
伴
う
複

合
施
設
に
す
れ
ば
、
黒
字
が
見
込
め
る
。

市
長 

穂
高
プ
ー
ル
は
営
業
を
３
年
間
延
長
す

る
。
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
は
構
成
市
町
村

の
理
解
と
同
意
が
必
要
で
、
合
併
特
例

債
の
活
用
期
間
中
に
は
困
難
で
あ
る
。

　

問 

市
長
は
本
気
で
民
間
譲
渡
を
し
、
長
峰

荘
を
存
続
さ
せ
る
気
が
あ
る
か
。

市
長 

地
元
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
も
あ
り
、

最
善
を
尽
く
し
、
要
望
に
応
え
て
い
く
。

あづみ野ランド

安
曇
野
市
の
健
全
な
行
財
政

を
確
保
す
る
施
策

清政会
宮下 明博

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
に
つ
い
て

長
峰
荘
の
譲
渡
に
つ
い
て

穂
高
プ
ー
ル
の
代
替
案
に
つ
い
て
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

９
月
の
一
般
質
問
後
の
検
討
は
。

建
設 

以
前
調
査
し
た
通
学
路
沿
い
の
３
１
０

カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者
に
対
し

て
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
の
た

め
、
事
業
の
案
内
通
知
を
す
る
。

教
部 

学
校
が
行
う
通
学
路
の
指
定
、
変
更
に

当
た
り
、
沿
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
状
況

も
考
慮
し
た
上
で
行
う
よ
う
指
導
す
る
。

市
長 

鉄
筋
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
鉄
筋

探
査
機
を
２
台
購
入
し
、
貸
し
出
す
。

　

問 

子
ど
も
の
通
学
時
の
荷
物
が
重
過
ぎ
る

が
、
猫
背
等
、
健
康
面
で
心
配
す
る
。

教
部 

文
科
省
か
ら
出
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の

携
行
品
に
係
る
配
慮
に
つ
い
て
の
通
知

を
市
内
全
小
・
中
学
校
に
発
出
。
整
理
、

整
頓
の
指
導
。
学
校
に
置
い
て
お
く
こ

と
を
認
め
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
保
護

者
に
通
知
し
た
。
児
童
・
生
徒
自
身
が

必
要
な
持
ち
物
を
選
択
す
る
力
や
教
室

の
収
納
を
有
効
に
考
え
た
い
。

　

問 

少
子
・
高
齢
化
に
伴
い
、
空
き
家
が
依

然
と
し
て
増
加
傾
向
で
あ
る
。
空
き
家

に
す
る
場
合
、
理
由
な
ど
を
届
け
る
届

出
制
度
で
活
用
す
る
取
り
組
み
は
。

生
活 

利
活
用
可
能
な
空
き
家
を
含
め
１
２

　
　

 

８
４
戸
を
確
認
。
空
き
家
の
写
真
を
撮

影
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
危
険
度
調
査

に
よ
り
、
周
囲
の
影
響
、
建
物
の
程
度

を
４
段
階
に
分
け
て
調
書
の
作
成
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
空
き
家
管

理
台
帳
の
作
成
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

平
成
30
年
度
に
完
了
し
、
平
成
31
年
４

月
以
降
は
、
情
報
を
外
部
に
提
供
し
て

よ
い
か
の
同
意
確
認
を
行
い
推
進
す
る
。

届
出
制
度
が
更
新
に
有
効
だ
と
考
え
研

究
す
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀べ

い

の
耐
震
化
に

つ
い
て

公明党
藤原 陽子

松
糸
道
路
建
設
促
進
に

向
け
て
市
の
取
り
組
み
は

政和会
坂内 不二男

　

問 

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
（
松
糸
道
路
）

を
活
用
し
た
、
ル
ー
ト
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
政
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

政
策 

（
仮
称
）
安
曇
野
北
イ
ン
タ
ー
を
起
点
に

交
流
人
口
の
増
加
や
企
業
進
出
な
ど
経

済
活
動
の
拡
大
、
地
域
間
連
携
が
期
待

で
き
る
。
各
部
局
横
断
的
な
連
携
の
も

と
に
、
総
合
計
画
の
中
で
こ
の
道
路
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
描
い
て
い
く
。

　

問 

建
設
ル
ー
ト
沿
線
地
域
は
公
益
的
な
道

路
建
設
に
苦
渋
の
決
断
を
し
て
協
力
す

る
こ
と
に
な
る
。
道
路
を
利
用
し
、
恩

恵
を
受
け
る
感
謝
と
し
て
の
支
援
策
は
。

建
設 

長
野
道
も
地
域
の
理
解
を
得
る
中
で
開

通
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
今
後
は
、

地
域
と
の
協
議
に
お
い
て
、
沿
線
地
域

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事

項
と
し
て
対
応
し
た
い
。

　

問 

事
業
主
体
の
県
や
庁
内
関
係
部
署
と
の

連
携
と
市
民
対
応
の
窓
口
（
例
、
松
糸

道
路
対
策
室
）
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

市
長 

長
野
県
の
主
要
事
業
で
あ
る
こ
の
大
事

業
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
地
域
へ
の
支
援
策
な
ど
の
検

討
を
進
め
る
こ
と
や
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
相
談
窓
口
と
し
て
も
必
要
と
思
う
。

松
糸
道
路
の
建
設
促
進
を
図
る
う
え
で
、

推
進
室
の
設
置
に
つ
い
て
内
部
で
前
向

き
に
検
討
す
る
。

　

問 

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
改
正

に
よ
り
、
現
在
実
施
の
外
国
人
相
談
事

業
の
想
定
と
対
応
は
。

生
活 

外
国
人
労
働
者
が
増
加
し
、
相
談
も
増

え
内
容
も
多
様
化
す
る
こ
と
を
想
定
す

る
。
外
国
語
が
堪た

ん
の
う能

な
職
員
を
こ
の
業

務
に
充あ

て
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
外

国
人
の
心
の
支
え
と
な
る
相
談
員
の
人

材
確
保
や
育
成
に
向
け
検
討
す
る
。市役所１階相談窓口の様子

一 般 質 問

外
国
人
対
象
の
相
談
事
業
に
つ
い
て

「
置
き
勉
」
に
つ
い
て

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
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市政のここが聴きたい!!12月
定例会

　

問 

大
き
な
災
害
が
久
し
く
起
き
て
い
な
い

本
市
で
は
、
災
害
を
過
小
評
価
し
て
自

分
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
正
常
性
バ
イ
ア

ス
が
避
難
行
動
の
障

し
ょ
う
へ
き壁

と
な
る
。
日
頃

か
ら
警

け
い
し
ょ
う鐘

を
鳴
ら
し
続
け
る
こ
と
が
必

要
。

市
長 

地
域
の
住
民
一
人
ひ
と
り
が
初
期
消
火

や
避
難
誘
導
な
ど
、
自
主
的
な
防
災
活

動
を
行
え
る
よ
う
に
、
出
前
講
座
や
訓

練
を
通
じ
て
、
自
主
防
災
組
織
の
人
材

育
成
を
図
っ
て
い
く
。

　

問 

女
性
が
マ
マ
に
な
る
と
き
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
の
は
仲
間
と
一
緒
に
子
ど
も
を
育

て
た
い
と
い
う
人
類
の
本
能
的
欲
求
と

裏
腹
に
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
理
由
だ
と
い
う
。
市
の
子
育
て
世

代
包
括
支
援
は
。

市
長 

「
母
子
・
子
育
て
相
談
窓
口
」
で
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
を
始
期
と
す
る
「
第
２

次
安
曇
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
協
議
を
開

始
す
る
。

　

問 

今
や
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
は
人
気
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
。
魅
力
あ
る
町
が
寄
附
を

集
め
る
と
は
限
ら
ず
、
寄
附
を
集
め
た

町
が
注
目
さ
れ
、
魅
力
に
気
づ
い
て
も

ら
え
、
寄
附
が
増
え
れ
ば
フ
ァ
ン
が
増

え
、
フ
ァ
ン
が
増
え
れ
ば
さ
ら
に
寄
附

が
増
え
る
好
循
環
サ
イ
ク
ル
に
な
る
。

積
極
的
に
寄
附
を
取
り
に
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長 

メ
イ
ド
イ
ン
安
曇
野
に
こ
だ
わ
っ
た
返

礼
品
を
提
供
し
、
地
域
活
性
化
、
雇
用

の
創
出
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
安
曇
野
を

強
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
体
験
型
の
返
礼

品
も
視
野
に
入
れ
、
安
曇
野
へ
の
関
心
、

興
味
、
愛
着
に
つ
な
げ
る
。

防
災
・
子
育
て
世
代
包
括

支
援
・
ふ
る
さ
と
寄
附

政和会
遠藤 武文

ユネスコ無形文化遺産に登録されたナマハゲ
ふるさと寄附の返礼で派遣してもらえる

　

問 

認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
で
の
給
食
に
係
わ
る
人
と
の
共
食
や

仕
事
に
つ
い
て
の
学
習
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長 

栄
養
教
諭
等
が
全
小
・
中
学
校
の
全
学

級
へ
出
向
い
て
指
導
し
、
子
ど
も
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
交
流
給
食
を
行
っ
て

い
る
堀
金
小
学
校
と
豊
科
東
小
学
校
、

豊
科
南
中
学
校
、
豊
科
北
中
学
校
で
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
、
生
産
農
家
、

食
品
納
入
業
者
、
農
協
等
の
人
々
と
給

食
を
と
も
に
し
て
交
流
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

福
祉 

園
で
は
、
栄
養
士
は
毎
日
各
園
を
回
り
、

食
育
指
導
を
行
い
、
調
理
員
も
毎
月
各

ク
ラ
ス
に
入
り
、
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
一
緒
に
給
食
を
食
べ
て
い
る
。

　

問 

堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
廃
止
の
問
題

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

教
部 

今
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
農
家
の
人
々
、

議
会
、
教
育
委
員
会
に
説
明
し
、
意
見

を
聞
い
て
丁
寧
に
進
め
た
い
。

　

問 

憲
法
に
謳う

た

う
義
務
教
育
の
無
償
と
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
安
曇
野
市
と
し
て
、
給
食
費
の
無

償
化
を
段
階
的
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
部 

現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

問 

10
月
か
ら
の
運
行
見
直
し
の
調
査
結
果

に
よ
り
、
穂
高
地
域
以
外
で
も
運
行
台

数
を
増
や
し
た
り
、
心
身
の
負
担
が
増

え
て
い
る
堀
金
地
域
の
運
行
時
間
を
30

分
に
戻
す
こ
と
も
検
討
で
き
る
か
。

政
策 

全
体
の
運
行
台
数
は
維
持
し
な
が
ら
、

効
率
的
な
運
行
を
検
討
し
て
い
く
。

　

問 

「
あ
づ
み
ん
」
の
利
便
性
を
高
め
る
と
同

時
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
を
減
ら
さ
な

い
た
め
の
利
用
補
助
制
度
の
拡
充
は
で

き
な
い
か
。

政
策 

新
た
な
予
算
投
入
は
考
え
て
い
な
い
。

豊
か
な
食
育
を
進
め

学
校
給
食
の
自
校
方
式
を
守
れ

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

「
あ
づ
み
ん
」
の
利
便
性
向
上
を

堀金学校給食センター

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
本
市
だ
が
、

里
山
の
整
備
保
全
が
行
き
届
か
な
く
な

り
、
農
業
や
市
民
生
活
へ
の
鳥
獣
被
害

は
年
々
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
特
に

猿
害
に
市
民
は
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。

市
長 

人
身
被
害
は
な
い
が
、
住
居
へ
の
侵
入

等
深
刻
な
問
題
だ
。
電
気
柵
、
地
元
地

域
の
追
払
い
等
に
市
も
支
援
し
て
い
る
。

　

問 

猿
の
生
態
調
査
や
目
標
管
理
に
よ
る
、

人
間
と
の
共
生
の
可
能
性
は
。

農
林 

広
域
電
気
柵
等
の
対
策
で
生
息
域
が
変

化
し
て
お
り
、
生
態
調
査
す
る
予
定
。

　

問 

研
究
機
関
、
有
識
者
、
住
民
も
巻
き
込

ん
で
対
策
会
議
等
も
推
進
す
べ
き
で
は
。

農
林 

勉
強
会
の
講
師
派
遣
等
含
め
支
援
す
る
。

　

問 

会
期
中
の
市
内
へ
の
来
場
者
見
込
み
は
。

市
民
と
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長 

全
体
で
50
万
人
、
本
市
の
サ
ブ
会
場
等

で
５
万
２
千
人
の
来
場
者
を
見
込
む
。

お
も
て
な
し
の
心
で
出
迎
え
、
来
場
者

に
閉
幕
後
も
再
び
安
曇
野
を
訪
れ
て
も

ら
い
た
い
。
市
民
に
は
、
ぜ
ひ
安
曇
野

の
よ
さ
を
案
内
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

問 

元
号
改
変
の
長
期
休
暇
で
、
来
訪
者
の

増
加
、
イ
ベ
ン
ト
も
重
な
り
、
渋
滞
予

測
や
田
植
え
等
へ
の
し
わ
寄
せ
は
。

建
設 

渋
滞
等
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
は

な
い
見
込
み
だ
。
案
内
看
板
設
置
等
で

来
訪
者
を
主
要
道
路
へ
誘
導
す
る
。
場

所
に
よ
っ
て
は
市
民
に
迷
惑
を
か
け
る

が
、
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

問 

緑
化
フ
ェ
ア
を
契
機
と
し
て
「
緑
の
基

本
計
画
」
を
ど
の
程
度
実
現
す
る
予
定

か
。
特
に
市
民
と
の
協
働
の
観
点
は
。

建
設 

沿
道
緑
化
等
で
緑
化
意
識
の
向
上
を
期

待
す
る
。
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち

上
げ
へ
の
支
援
等
も
検
討
し
て
い
る
。

政和会
小林 陽子

猿の生息域は広がっている

猿
害
対
策
は

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

　

問 

国
保
税
の
県
単
位
化
で
、
安
曇
野
市
の

国
保
会
計
は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長 

し
ば
ら
く
経
過
を
見
守
る
。
制
度
運
用

は
大
き
な
課
題
。
私
見
だ
が
、
本
来
国

が
き
ち
ん
と
し
た
制
度
を
作
っ
て
、
国

民
皆
が
等
し
く
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
体

制
に
な
れ
ば
非
常
に
あ
り
が
た
い
。

保
健 

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
補
助
金
は
県
に

 

行
き
、
自
治
体
は
国
保
税
だ
け
に
な
っ

た
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
で
、
特
定

 

健
診
受
診
率
向
上
な
ど
17
項
目
の
ポ
イ

 

ン
ト
で
交
付
金
が
増
額
す
る
。
２
０
１
８

年
は
４
２
０
０
万
円
、
２
０
１
９
年
は

５
０
０
０
万
円
を
予
想
。
交
付
金
増
額

で
、
財
政
運
営
の
安
定
化
と
医
療
費
増

加
の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問 

平
等
割
、
均
等
割
の
廃
止
や
減
免
は
。

保
健 

均
等
割
は
地
方
税
法
の
規
定
で
廃
止
が

で
き
な
い
。
現
時
点
で
平
等
割
の
廃
止

は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 
均
等
割
は
、
子
ど
も
が
増
え
た
ら
増
え

る
。
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
せ
め
て
均
等
割
、
子
ど

も
分
の
削
減
、
廃
止
は
で
き
な
い
か
。

保
健 

自
治
体
判
断
で
基
準
を
決
め
、
申
請
に

よ
る
均
等
割
の
減
免
は
可
能
。
全
国
に

例
は
あ
る
が
、
県
下
に
は
な
い
。
軽
減

希
望
は
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

三
郷
西
部
・
東
部
認
定
こ
ど
も
園
を
、

合
併
特
例
債
を
使
っ
て
で
も
、
新
設
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

民
営
化
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、

保
護
者
や
区
長
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。
両
園
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

協
議
結
果
を
尊
重
し
て
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

均
等
割
を
な
く
し
て

国
保
税
の
引
き
下
げ
へ

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

三郷西部認定こども園

一 般 質 問

三
郷
西
部
・
東
部
認
定
こ
ど
も

園
は
、
他
園
同
様
に
新
築
を
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市政のここが聴きたい!!12月
定例会

政和会
内川 集雄

　

問 

童
謡
「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」
の
日
本
語
詞

で
有
名
な
詩
人
、
武ぶ

し
か鹿

悦
子
さ
ん
の
在

住
地
、
奈
良
県
三

さ
ん
ご
う
ち
ょ
う

郷
町
（
安
曇
野
市
友

好
都
市
）
は
、「
童
謡
の
ま
ち
」
と
宣
言

し
た
。「
め
え
め
え
こ
や
ぎ
」
作
詞
者
、

藤
森
秀
夫
さ
ん
を
讃た

た

え
て
始
ま
っ
た
安

曇
野
市
の
童
謡
祭
り
と
童
謡
の
ま
ち
を

宣
言
し
た
奈
良
県
三
郷
町
と
で
「
め
え

め
え
キ
ラ
キ
ラ
交
流
」
を
提
案
す
る
。

市
長 

来
年
、
安
曇
野
市
で
三
郷
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
。
そ
の
折
に
、
毎
年
３
市

町
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
「
三
郷
・

安
曇
野
（
み
さ
と
・
さ
ん
ご
う
・
あ
づ

み
の
）住
民
ふ
れ
あ
い
事
業
」の
な
か
で
、

提
案
の
よ
う
な
交
流
が
で
き
る
か
、
具

体
的
な
事
業
の
提
案
を
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
首
長
の
意
見
を
聞
き
、
童
謡
祭
り

実
行
委
員
会
等
に
も
交
流
に
つ
い
て
の

意
見
等
を
伺
う
。

　

問 

上
川
手
認
定
こ
ど
も
園
の
大
規
模
改
修

（
２
０
２
０
年
）
を
見
す
え
て
豊
科
解
放

館
を
１
年
前
倒
し
で
、
築
42
年
経
過
し

た
豊
科
就
労
セ
ン
タ
ー
上
川
手
分
場
も

同
時
に
廃
止
・
取
り
壊
し
、
園
庭
、
駐

車
場
、
上
川
手
公
園
整
備
を
要
望
す
る
。

教
部 

豊
科
解
放
館
を
２
０
１
９
年
度
に
廃
止

す
る
方
向
で
調
整
を
す
る
。

福
祉 

園
舎
の
大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
園
庭

改
修
が
実
施
で
き
れ
ば
、
よ
り
整
然
と

し
た
整
備
を
期
待
で
き
る
。

建
設 

公
園
機
能
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら

所
定
の
手
続
を
経
れ
ば
、
公
園
の
区
域

の
変
更
は
可
能
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
大
切
に
し
た
い
、
働
く
こ
と
休
む
こ
と
の
環

境
を

童謡のまち三
さんごうちょう

郷町（奈良県）ロゴマーク

友
好
都
市
の
「
め
え
め
え

き
ら
き
ら
交
流
」
を

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

補
完
し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
。

　

問 

「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

 

機
能
を
強
化
し
、
相
談
支
援
や
情
報
発

信
、
各
種
講
座
の
開
催
、
人
材
育
成
や

市
民
交
流
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
市
民
が

主
役
の
活
動
拠
点
と
な
ら
な
い
か
。

生
活 

中
核
と
し
て
、
本
庁
舎
に
移
設
し
た
い
。

　

問 

セ
ン
タ
ー
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
東

 

南
コ
ー
ナ
ー
に
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
、
２
階
の
地
域
づ
く
り
課
と
連
携
を
。

生
活 

２
階
の
地
域
づ
く
り
課
の
所
に
設
置
。

　

問 

市
が
支
援
し
て
い
る
区
・
自
治
会
の
運

営
が
公
正
で
民
主
的
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ

ク
し
、「
区
・
自
治
会
に
関
す
る
相
談

 

会
」
の
実
効
性
も
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

生
活 

課
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る
。

　

問 

強
化
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

広
域
的
な
取
り
組
み
も
必
要
で
は
。

教
長 

支
援
体
制
を
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

問 

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
育
研
修
を

き
ち
ん
と
積
ん
だ
専
門
教
員
や
学
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
の
充
実
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
の
事
業
委
託
等
を
。

教
部 

支
援
体
制
構
築
に
向
け
た
検
討
を
す
る
。

　

問 

地
域
の
日
本
語
教
室
等
へ
支
援
充
実
を
。

教
部 

学
習
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

検
討
を
行
い
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

教
長 

郷
土
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
を
育
て
る
。

　

問 

連
携
支
援
で
、
安
曇
野
の
誇
り
・
荻
原

碌
山
と
碌
山
美
術
館
の
啓け

い
も
う蒙

・
発
信
を
。

教
部 

碌
山
芸
術
の
顕
彰
に
さ
ら
に
取
り
組
む
。

商
工 

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
民
が
積
極
参
加
す
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
促
進

清政会
林　 孝彦

碌山美術館（2018 年４月に開館 60 周年記念）

碌
山
美
術
館
開
館
60
周
年
記
念
に
当

た
り
、
荻
原
碌
山
の
顕け

ん
し
ょ
う彰

の
促
進
を

外
国
か
ら
の
児
童
・
生
徒
へ
の
日

本
語
教
育
と
学
習
支
援
の
強
化
を

豊
科
解
放
館
跡
地
利
用
（
上
川
手

認
定
こ
ど
も
園
の
園
庭
、
駐
車
場
）
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

無会派
小林 純子

　

問 

人
件
費
こ
そ
最
大
の
事
業
費
。
職
員
自

ら
知
恵
を
出
し
て
進
め
て
い
く
ゼ
ロ
予

算
事
業
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

市
職
員
と
民
間
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
や
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
の
冊
子
作
成
、
市
内
避
難

所
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
掲
載
、
ス
ポ
ー

ツ
義
足
体
験
授
業
の
実
施
等
が
あ
る
。

市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
職
員
が
直
営

で
行
う
事
業
も
様
々
あ
る
が
、
正
確
に

把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

問 

ゼ
ロ
予
算
事
業
は
予
算
書
に
載
ら
ず
、

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
。

事
業
評
価
の
対
象
に
し
な
い
と
問
題
も

起
こ
り
う
る
。
安
易
に
流
れ
な
い
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

政
策 

予
算
書
と
連
動
す
る
実
施
計
画
や
部
局

の
経
営
方
針
の
中
に
、
ゼ
ロ
予
算
事
業

を
位
置
付
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
市

の
各
種
計
画
を
一
覧
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
ゼ
ロ
予
算
事
業
も
紹
介
す
る
。

　

問 

市
内
に
は
無
料
低
額
診
療
を
行
う
病
院

が
な
い
の
で
、
国
民
健
康
保
険
法
第
44

条
の
「
一
部
負
担
金
減
免
制
度
」
の
運

用
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉 

生
活
保
護
な
ど
の
既
存
の
福
祉
制
度
の

中
で
対
応
し
て
い
く
の
で
、
困
っ
た
と

き
に
は
ま
ず
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

問 

相
談
す
る
に
も
、
こ
の
減
免
制
度
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
必
要
と
す
る
人
に
届

く
よ
う
に
、
広
報
や
要
件
緩
和
の
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健 

制
度
を
周
知
す
る
た
め
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
、
現
状
よ
り
具
体
的
で
分

か
り
や
す
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
く
。

市
長 

減
免
の
適
用
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

「
命
綱
」
の
医
療
制
度
に
つ
い
て

国保のパンフレットにも
国保法第 44 条の説明がなく、分かりにくい。

市
の
ゼ
ロ
予
算
事
業

政和会
松枝 　功

　

問 

長
峰
荘
を
廃
止
す
る
条
例
改
正
案
が
可

決
さ
れ
、
処
分
可
能
な
普
通
財
産
と
な

り
、
そ
の
上
で
、
民
間
譲
渡
の
た
め
の

公
募
が
不
調
な
ど
と
な
っ
た
場
合
に
、

地
域
に
は
長
峰
荘
が
安
易
に
取
り
壊
さ

れ
、
建
売
住
宅
用
地
な
ど
に
な
ら
な
い

か
と
の
不
安
が
あ
る
。
大
丈
夫
か
。

商
工 

譲
渡
に
向
け
た
条
件
整
備
は
、
状
況
に

よ
り
そ
の
都
度
、
地
域
の
「
存
続
と
発

展
を
目
指
す
会
」
と
と
も
に
検
討
を
重

ね
て
進
め
た
い
。

　

問 

公
募
で
選
ば
れ
た
企
業
が
、
採
算
が
合

わ
な
い
な
ど
と
言
っ
て
、
二
、三
年
し
た

ら
、
そ
れ
こ
そ
介
護
施
設
な
ど
に
転
用

し
て
し
ま
わ
な
い
か
と
の
不
安
も
あ
る

が
、
大
丈
夫
か
。

商
工 

公
募
の
条
件
や
、
そ
の
先
の
契
約
条
項

の
中
に
、
用
途
の
指
定
や
、
指
定
期
間

内
に
違
う
用
途
に
変
更
し
た
場
合
の
縛し

ば

り
な
ど
を
明
記
し
て
い
き
た
い
。

　

問 
公
募
で
は
、
優
望
な
企
業
に
手
を
挙
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。
条
件
整
備

等
で
の
地
域
と
の
連
携
の
考
え
は
。

市
長 

後
継
の
事
業
者
の
選
定
に
は
、
地
域
と

の
連
携
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

問 

地
下
水
量
と
涵か

ん
よ
う養

策
の
現
状
は
。

生
活 

こ
こ
10
年
の
地
下
水
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。
涵
養
施
策
は
水
利

権
の
問
題
で
進
ん
で
い
な
い
。

　

問 

涵
養
施
策
の
財
源
に
充あ

て
る
と
す
る
市

の
計
画
の
「
費
用
負
担
ル
ー
ル
」
が
、

企
業
誘
致
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
よ
う
で
心
配
に
な
る
。
地
下
水
涵

養
は
広
域
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長 

長
野
県
と
松
本
地
方
の
全
市
町
村
と
で
地

下
水
保
全
協
議
会
を
組
織
し
て
い
る
が
、

捉と
ら

え
方
に
温
度
差
は
あ
る
。
市
の
基
本
理

念
を
共
有
で
き
る
よ
う
連
携
を
図
り
た
い
。

長峰荘

長
峰
荘
の
民
間
譲
渡
に

向
け
た
取
り
組
み
は

地
下
水
の
保
全
と
活
用
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議会からのお知らせ

は
、
メ
ン
バ
ー

60
人
余
り
。
毎

週
水
曜
日
に
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
有
明
支
所
で
歌
詞
を

よ
く
理
解
し
な
が
ら
歌
い
、
子
ど
も
や
孫
に
伝

え
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し

て
い
く
の
に
必
要
な
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
情
操
教
育
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

の
安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ

大
使
任
命
は
大
変
に
有

意
義
な
こ
と
で
す
。
有
森
さ
ん
に
は
、
穂
高
商

業
高
等
学
校
の
創
立
百
周
年
記
念
事
業
で
記
念

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、

話
す
人
と
聞
く
人
が
一
体
と
な
り
感
動
し
た
こ

と
を
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。

と
言
う
有
森
さ
ん
の

言
葉
。
指
導
す
る
人

も
さ
れ
る
人
も
、
こ

の
言
葉
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
安
曇
野
市
の

ス
ポ
ー
ツ
も
さ
ら
に
活
性
化
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

の
皆
さ
ん
が
市
職
員
と
交
流
を
深
め
、

安
曇
野
市
の
進
む
べ
き
道
を
双
方
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
大
い
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

編 集 後 記

◆今年の元旦は、朝から体調が思わしくなく、発熱
もあり、申し訳ない思いもあったが、緊急医を受診
したところ、A型インフルエンザとのこと。処方
いただいた特効薬の効き目はすばらしく、翌２日
には平熱となったものの、やむを得ず、引きこもり
の正月に。何をするでもなく、それでも時間は過ぎ
ていくという、少し不思議で不安な日々でした。
 委員　松枝　　功

◆安曇野市議会では新年度から議会だよりモニター
を募集することになりました。市民の皆さんとの接
点を増やし、議会や市政が少しでも身近な存在に
なれますように。議会改革の一歩を議会広報特別
委員会の立場からやっていきます。応募お待ちして
います。
 委員　増田望三郎

議会広報特別委員会
　委 員 長　林　孝彦　　副委員長　井出勝正
　委 　 員　小林陽子　　臼井泰彦　遠藤武文　松枝　功
　　 　 　　増田望三郎　藤原陽子　小松芳樹　召田義人

印
刷

有
限

会
社

 ア
ル

プ
ス

印
刷

歌
や
ス
ポ
ー
ツ
で
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

会田　友
と も よ し

良さん
　　　　　（穂高）
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3月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

開会時間は、本会議10：00～　委員会９：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

公職選挙法に基づき議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

童謡唱歌こだまの会

童
謡
唱
歌
こ
だ
ま
の
会

議
員

本会議
（一般質問）

日 月 土火 水 木 金
2/17

24 25 26 27 28 3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

本会議
（開会）

本会議
（補正予算等）

本会議
（一般質問）

委員会
（経済建設）

委員会
（福祉教育）

委員会
（総務環境）

本会議
議案質疑・
委員会付託

本会議
（閉会）

2219 20 21

本会議
（一般質問）

（春分の日）

2318

歌
詞
の
中
に
は

「
自
分
で
自
分
を

誉
め
て
や
り
た
い
」

有
森
裕
子
さ
ん


